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か～みんなを集めて楽しいまちづくりを～ わ ら

中央西まちづくり推進委員会、かわら版４号をお届けします。
明るく元気な楽しいまちづくりを目指します！

ストリートウォッチング ↑ →

・残念ながら、わんぱく広場、防災訓練は中止となりました。
・青色パトロール隊(１/１３～緊急事態宣言解除まで)活動一時中止しました。

今年度は、これですべてのイベントが終了しました。

中央西まちづくり人紹介

西池小学校の５年生が、昨年度

学校で配布されたタブレット

端末を使い、校区内の危険箇所

の調査(ストリートウォッチング)

を行いました。各コース毎に、

地域住民による小松川などの地域

内の歴史や災害対策の説明もあり、児童も熱心に聞いていました。

調査は、下の記事でもご紹介します宮崎公立大学の「辻教授」

の研究室が開発したアプリを活用し、大学生の協力のもとに、危険箇所を地図に表示す

る取り組みも行われ、テレビや新聞等でも報道されました。

イベントについて

活動のご紹介

今回ご紹介するのは、宮崎市の

文教区※船塚にある宮崎公立大学

☚ 学生部長「辻 利則」教授です。辻先生は、中央西

地区の地域カード「TONカード」を開発された方で、

ICカードを使ったコミュニティの活性化などを研究されています。

TONカードの他にも高齢者のヘルプカード「ぴ～すけ」や子どもの見

守り「KOTONカード」等を使って、地域の繋がりを強くするための取り組みを実施さ

れております。大学での主な担当科目は、「情報システム」や「地域情報化研究」など

で、ICTを利活用した災害に強い地域づくりに関する研究を進められております。社会福

祉審議会委員長や障がい者施設推進協議会の会長など様々な社会活動にも積極的に参加

されており、大学のある中央西地区を拠点として、たくさんの活動に積極的に取り組ん

でくださっています。宮崎公立大学には、地域の諸課題を調査・研究す

る地域研究センターがあり、地域の方も参加できる生涯教育事業も実施

されております。みなさんも、ぜひ文教区という地の利を生かし、知の

泉に触れてみてはいかがでしょうか？
※小中学校、大学、図書館や美術館が付近にあり、筆者が勝手に文教区と言ってます。

コロナ対策のため、ほとんどのイベントが中止となりましたが、
次年度は開催できるよう祈っています!!

辻教授



【お問い合わせ】
中央西まちづくり推進委員会 事務局
〒880-0024    宮崎市祇園1丁目49番地 宮崎西地区交流センター内
TEL／FAX 69-0507
E-Mail   tyuounishimachi@miyazaki‐catv.ne.jp

わ らか

小松川の謎の中で、これが一番の謎でした。

南九州大学の西側から突然、暗渠(あんきょ)になって

おり、目視での源流探しはできませんでした。

「日向地誌」には
山下溝（下北方村）、
津留溝（上別府村）との

記述あり、「溝」という記載から水の流れは乏しかったようです。

素掘りの小さな川であった小松川は、下川（したんがわ）と呼ばれ周囲に田園が広がり、水遊び

や魚とりなどができたようです。戦後には、松橋川とも呼ばれた時があったようですが、宮崎市

が小松川の改修を始めた昭和35年は「小松下水路」とされ、改修が終わった昭和37年には「小

松川」と記載されています。

昭和40年代から宅地開発が進み、水量の少ない小松川は家庭雑排水などで

ヘドロが堆積し汚い川となってしまいました。このため、昭和43年頃から

地域住民や行政が川をきれいにする取り組みをはじめました。水量確保のた

めの揚水場設置や増水時の排水路建設などを進めました。大切な小松川を大

事にしましょう。

今回は、中央西地区のほぼ中央を流れている「小松川」の謎について全集中で調査
しました。が、あまり期待せず・・・ お読みください。

中西まち子のよもやま話

帝釈寺池

下北方方面より
平和台方面より

中央西地区の
様々な情報がご覧
いただけます。
「みんなの

情報ひろば」

☟

まちづくり推進委員会は、地域住民の組織で、中央西地区では、４つの部会（生活安全、

地域福祉、地域振興、子ども育成）を設置し、自分達の問題を解決するためにいろいろな取
り組みを実施しています。来年度一緒に活動いただける方を募集しています！
ご興味ある方は、事務局までご一報ください。

小松川

南九州大学
この辺

小松川の源流はどこ？

そこで、古い資料や地図などを調査した結果、

1990年の宮崎大学の水工学論文の中で下北方方面と平

和台方面から合流する地図を見つけました。

郷土史家の田代学氏によると、2000年位前は大淀川の

流れは小松川あたりだったようで、大淀川の流れが変

わった後は平和台方面の下北方台地からの湧水が小松

川に流れ込んでいたようです。

江戸時代になると、小松川西側の土地開墾が進んだ

ことで、灌漑用水として帝釈寺池から小松川に水を引

いたそうです。

なぜ小松川なのか？

大切な小松川

情報提供 郷土史家 田代 学 氏
出典 「都市域小河川に対する住民意識とその変化」 水工学論文第34巻（宮崎大学工学部）

「いわれ辞典２」 国土交通省九州地方整備局
「よみがえった小松川」 宮崎市広報565号 平成2年11月発刊

スタッフ 募集中！ 「まちづくり推進委員」

（小松川情報）
大淀川水系の1級河川
流域面積4.65km2

流路延長5km
落差7m
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